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断熱サッシ
Low-E複層ガラス

床輻射空調
(井水を熱源利用)

「立体的な公園」のような公共施設
茨木市の中心部に大ホール、図書館、子育て支援施設、プラネタリウムなどを
集約するプロジェクト。「日々何かが起こり、誰かと出会う」公共空間を目指
して、施設全体から壁や柱を極力なくし、テラスや緑を積極的に配置すること
でランドスケープと建築が相互に浸透し合う、立体的な公園をコンセプトに設
計した。
約50m×50m のフラットスラブと600φの丸柱を主体構造に持つオープンなボ
リュームと、1201 席の劇場を内包する閉じたボリュームが相互貫⼊する構成に、
多様な用途が7 層に渡り積層しながら繋がる。来館者は散策するように上下階を
移動し、お気に入りの場所を選んで過ごしている。耐震要素となる劇場を南側
に配置し、北側の公園に向かって、開放的なパブリックスペースを確保するこ
とで、日射負荷を抑えながら、豊かな環境を取り込むことを目指した。住民、
行政・施設管理者、設計者、施工者「4位一体」でつくり上げた公共複合施設で
ある。

各階に設けたテラスと建築緑化

地域環境と共生する
敷地は⾥⼭と市街地をつなぐ元茨⽊川緑地と都市計画公園に接する
緑豊かな環境にある。東側道路より約2m低かった敷地に、掘削⼟
を盛土して芝⽣広場とし、周辺の道路から段差のないアクセスを可
能にした。また、道路管理者とともに周辺道路のランドスケープを
同時に整備することで、境界が溶け合う、緑が連続するランドス
ケープを実現した。
既存樹木はできるだけ再利用し、伐採樹木はインテリアで活用した。
芝生広場には、レインガーデンを設けることで、グリーンインフラ
による都市のレジリエンス向上を図っている。

豊かな自然エネルギーを最大限活用する
北側に開かれフラットスラブが積層されたパブリックスペースには、
各階をESCで緩やかにつなぐ「縦の道」と名付けた吹抜が貫く。頂
部にハイサイドライト、各階に換気窓を設置し、中間期には自然換
気（1回換気程度）を行っている。トップライトや北面開口からは
良質な拡散光を取得し、明るさセンサーを併用し照明を減光してい
る。井水はWC洗浄水や広場･テラスの植栽の潅水として利用する
とともに、床輻射冷房の熱源としても利用している。井水を極力低
い温度域（19℃程度）で利用するために雑用水槽の日中の水位を制
御（特許出願中）し、空調が稼働するタイミングで取水を行ってい
る。免震ピットをクールホットトレンチとして地中熱利用し、夏期
と冬期は免震ピットから空調機へと外気の導入を行っている。ホー
ルの空調はSAと同じ風量を賄えるOAダクト・ガラリを設けて全外
気冷房を可能とし、中間期の熱源負荷の低減を図っている。

（1/800）

大ホール大ホールホワイエ

ライブラリー

交流ホワイエ 屋上広場 和室 会議室

スタジオ 楽屋

子育て支援おはなしの家

多目的ホール大屋根広場 オープンギャラリー 搬入ヤード
芝生広場 こどもの丘

Ｎ

▼

（パブリックスペース）

4階

3階

7階

5階

配置図・1階平面図（1/1200）

Ｎ

ダクト組み込み家具によるドラフトの緩和（冬期）

大らかなパブリックスペースの快適性を調える
パブリックスペースは公園のような中間領域として位置づけ、室
内温度を通常よりも緩和した設定（夏期28℃、冬期19℃）として
いる。各階の天井高さが4～8mと高い為、居住域に配慮した床輻射
冷暖房＋対流空調とした。環境を整える地盤として、意匠・構
造・設備の機能融合を目指して、フラットスラブに必要なキャピ
タルをスラブ上側の断熱材の厚みを有効活用して納めることで、
上下面ともに平滑な意匠を実現した。床輻射空調により顕熱が一
部処理されるため、空調機の給気風量が小さくなることで空調動
力が低減（30％程度）され、気流感やファン騒音値も低減される。
冬期の熱負荷処理は床輻射暖房主体となり、高天井・北面開口・
吹き抜け空間という厳しい条件下においても快適な温熱環境を実
現している。天井高が8mある図書館の窓際には長テーブルにダク
トを組み込み、机上面スリットから吹き出すことでドラフトを緩
和している。

光を取り入れ風の流れを生み出す「縦の道」公園のように開放感のある5・6階図書館

地べたに座ってベンチを机替わりに使うこども

里山から続く緑道のみどりを芝生広場から建物に立体的につなぐ

景色を望みながら読書ができるテラス

茨木市文化・子育て複合施設 おにクル
Aiming to create a place “where something happens every day, and people meet”

With the site being located in a corner of a central urban park, adjacent to City Hall and a 

greenway, it provides an exceptionally favorable environment. Aimed at enhancing 

convenience, promoting civic engagement, and revitalizing the city center, the project 

integrates various public functions including a hall, library, and childcare support. Through 

continuous dialogue between the city administration and residents, the concept of a 

“Nurturing Plaza” was developed. The design embraces the theme of “a place where 

something happens every day and people meet.” It seeks to create a three-dimensional, park-

like space where architecture and landscape are seamlessly integrated. On the southern side 

stands a closed volume containing the hall, while the northern side features an open, park-

facing area composed of flat slabs and round columns, unified by an interpenetrating 

structural system that merges the two volumes. 

①自然換気
各階の自然排煙兼用換気窓やテラス出入口

から縦動線頂部へ通風する自然換気

②自然採光
北面開口や縦動線頂部のトップライトとハ

イサイドライトからの自然採光
明るさセンサーとの組み合わせにより該当

部の照明を減光

③外気冷房
縦動線頂部の自然排煙兼用換気窓を利用し

た余剰排気ファンを使わない外気冷房
大ホール、多目的ホールのレタンファンを

利用した全外気冷房

④井水利用
・地下150mから汲み上げた井水を雑用水

や熱源として利用

⑤地中熱利用
・外気導入を外壁ガラリから免震ピットへ

切り替えるクールホットトレンチ

⑥コンクリートの床面
…コンクリートの床面の反射を利用した明

るさ感・鉛直面照度の確保

⑦各階庇＋テラス植栽
…日射遮蔽や外部の自然との繋がりによる

テラスの快適性の向上

豊かな自然エネルギーを最大限活用する
環境技術要素

大らかなパブリックスペースの
快適性を調える環境技術要素

⑧外装計画による外皮負荷の最小化
…南側にフライタワー、東西に非空調

室、北面に開口部を集中させた外装計画

⑨床放射空調
…温冷感とドラフトを改善するオープ

ンスペースの空調機＋床放射空調

⑩全熱交換機付き空調機
…換気量が大きいホール・プラネタリ

ウムの外気負荷を低減する全熱交換機付
き空調機

⑪CO2制御による外気量制御
…ホール・プラネタリウムの入場者数

に応じて外気量を調整するCO2制御

⑫居住域空調
…ホール・プラネタリウムの空調は床

吹き出しとして居住域のみを熱負荷処理

□外皮負荷の最小化と自然を取り込むテラス
・南側にフライタワー、東西に階段室やMRなどの非空調室を配置
し、都市計画公園に面する北面に開口部を集中させる外装計画で外
皮からの熱取得を最小化にした。（BPI：0.59）
・開口部は断熱サッシ+Low-Eガラスとして熱貫流を抑えている。
・各階庇+テラス植栽により、日射を遮るとともに、緑の揺らぎで
風を感じ、外部の自然と視覚的にも繋がることで、テラスの快適性
を高めている。

地域環境共生の理解と緑への愛着づくり
・子供たちと茨木の里山に登り、土を採
取するＷＳを行い、施工期間中に土に埋
まっている埋土種子を発芽させた。
・約1年半、LINEグループを通じてお互
いの緑の育成状況を報告し合い、竣工時
に広場への移植を行った。
・植栽計画は潜在自然植生をベースとし
地域環境に根付きやすい計画とした。 ［育てた緑を広場に植えるWS］

クールホットトレンチ

井水熱を利用できる熱源の構成

オープンスペースの空調（夏期：空調機主体） オープンスペースの空調（冬期：床放射空調主体）

1205
MJ/m2

740
MJ/m2

745
MJ/m2

▲38.6％ ▲38.2％

実績値

（MJ/m2・年）

1次エネルギー消費量（空調+換気）
設計値基準値

豊かな外部環境から自然エネルギーを取り入れ、環境技術を組み合わせることで快適
性を担保しながらCASBEESランク、BELS認証で５★、ZEB Orientedを取得。
1次エネルギー消費量実績：設計値どおりで基準値より約4割低減した。

計画と実績：年間1次エネルギー消費量
おにクルキャンプ

レーダーチャート

環境ダイアグラム

（7階以外は鉄材）

断熱サッシ
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床輻射空調用
仕上CON

フラットスラブ（ボイドスラブ）

床輻射空調用断熱

丸柱 600φ（Fc36~75）

キャピタル1,500角 Fc75

冷温水管施工中のようす平滑な床を創る為のフラットスラブとキャピタルの納まり

2024年1月の1・７階室温度計測結果

高天井・吹抜けで繋がる環境下において、床輻射冷暖房の採用により
居住域の室温が各階違いなく安定している

ＪＲ茨木駅
周辺エリア おにクル

茨木中央公園

元茨木川緑地

IBALAB@広場

里山

市役所

JR 阪急

安威川

まちと里山の連携

阪急茨木市駅
周辺エリア

茨木里山センター
里山保全管理の活動拠点

元茨木川緑地との
一体整備による、
生態系づくり

商店街

実験広場整備による
人を育てる活動の実施
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1201席のマルチホール

多目的ホールは1面全体が開放可能でギャラリーと繋がる
エントランス広場は大型可動建具により芝生広場との一体化が可能

ホワイエのもぎりラインをカーテンで構成
ホール不使用時は共用部として開放

屋上広場の4面に大開口を設け、各用途との
一体利用が可能

リハーサル室・多目的室をホールとパブリック
両方からアクセス可能とし、楽屋や貸室として
も利用可能とした

2層吹抜（5~6F）の図書閲覧室
北側採光で安定した光環境
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